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第５６回定時総会、記念講演会並びに会員交流会のご案内 

 
 拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 平素は当協会支部に格別のご支援ご指導を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、２０１９年度を迎え、「第５６回定時総会」を下記により開催いたします。 

 また、総会に引き続き、記念講演会、並びに会員交流会を開催いたしますので併せて 

 ご出席賜りますようご案内申し上げます。              敬具 

 

記 

 １．日 時  ２０１９年６月１４日（金）１４：００～１７：００ 

 ２．会 場  ホテルキャッスルプラザ ３階「孔雀の間」 

           名古屋市中村区名駅４－３－２５  

 ３．総 会  （１４：００～１４：４５） 

         議 題  （１）２０１８年度事業報告の件 

             （２）２０１９年度事業計画の件 

             （３）役員の退任及び新任に関する件 

              （４）その他 

 ４．記念講演会（１５：００～１６：００）                                      

    演題 「スーパー台風の眼に飛び込む 

           ～台風研究の最前線と地球温暖化に伴う将来変化予測～」 

          国立大学法人名古屋大学 

  宇宙地球環境研究所付属統合データサイエンスセンター 

             教授（理学博士） 坪木 和久 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．会員交流会（１６：００～１７：００） 
 

 

なお、出欠のご連絡は別紙にご記入の上、５月３１日（金）までにＦＡＸにてお知らせ 

下さいますようお願いします。 

ご欠席の場合は、委任状にご署名の上でＦＡＸ下さいますようお願いします。 

中部地域は伊勢湾台風や平成１２年に経験した東海豪雨など、幾多の大規模な風水害に見舞われて

きました。近年は気温の上昇や経験したことの無いような豪雨など地球温暖化によるとみられる気

象現象が増えてきており、現代は気候の大変動の時代にあるといえます。実際、日本を含む東アジ

ア地域ではスーパー台風と呼ばれる極端に強い台風が発生して大きな災害をもたらしています。 

防災もこれまでの経験にもとづく対策から、最新の科学的知見を取り入れたものにしていかなけれ

ばならなくなっています。本講演では、最近の災害をもたらした台風や豪雨の例を取り上げ気象災

害の現状と、飛行機による直接観測に挑んで強さを実測している台風や、大雨の将来変化について

研究の最前線のお話をいたします。 


